
令和５年第１回３月定例会提出議案の結果と議員の賛否の状況 
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町長 可決 １ ４年度一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２ ４年度代替バス運送事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ３ ４年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ４ ４年度岩美町国民健康保険特別会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ５ ４年度集落排水処理事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ６ ４年度公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ７ ４年度介護保険特別会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ８ ４年度水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ９ ４年度病院事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １０ 町立河崎部落集会所の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １１ 岩美めぐみ館の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １２ 代替バスの設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ３２ ４年度一般会計補正予算（第１０号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １３ 過疎地域持続的発展計画の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

  



町長 可決 １４ 
公共下水道大谷浄化センター他建設工事委託に関する基

本協定の一部を変更する協定の締結 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １５ 機構改革に伴う関係条例の整備に関する条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １６ 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １７ 個人情報保護法施行条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １８ 情報公開・個人情報保護審査会条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 １９ 特別町営住宅の設置及び管理に関する条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２０ 町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２１ 
児童福祉施設の設備及び運営に関する基準等の一部を改

正する省令に伴う関係条例の整備に関する条例の設定 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２２ 国民健康保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

議員 可決 発１ 町議会委員会条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

議員 可決 発２ 
町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の

一部改正 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

議員 可決 発３ 町議会の個人情報の保護に関する条例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２３ ５年度岩美町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２４ ５年度岩美町代替バス運送事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２５ ５年度岩美町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２６ ５年度岩美町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２７ ５年度岩美町集落排水処理事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ２８ ５年度岩美町公共下水道事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 



町長 可決 ２９ ５年度岩美町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 可決 ３０ ５年度岩美町水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 〇 － 

町長 可決 ３１ ５年度岩美町病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

町長 同意 諮問１ 人権擁護委員候補者の推薦（諮問） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

議員 可決 発４ 
保育士配置の最低基準の引き上げと保育予算の大幅な増額を

求める意見書の提出 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

議員 可決 発５ 
政府に食料自給率の向上、持続可能な農業経営と農村を守る

ことを求める意見書の提出 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

議員 可決 発６ 総務教育、産業福祉常任委員会の所管事務調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 － 

○は賛成・×は反対・除は除斥・欠は欠席・退は退席 ※足立議長は本会議の採決に加わらない。 

 

 

請願・陳情審査結果 

番号 件      名 結果 賛否の状況 不採択の理由 

請 願 

第１号 

「安保関連３文書」閣議決定の撤回、「敵基地攻撃能力」

の保有や防衛費２倍化に反対する意見書の提出を求め

る請願書 

 

提 出 者：憲法改悪反対鳥取県共同センター 

代表 田中 暁 

紹介議員：田中克美議員 

不採択 

採 択 

田中克美 

不採択 

橋本 恒 升井祐子 

森田洋子 𠮷田保雄 

田中伸吾 寺垣智章 

宮本純一 川口耕司 

澤 治樹 柳 正敏 

東シナ海、南シナ海を含め、我が国の周辺でも

安全保障環境を守り抜くため、我が国の領土、領

空、領海において、抑止力と対処力を強化するこ

とは、我が国にとって最優先の課題であり、国でし

っかりと議論されている。 

 



番号 件      名 結果 賛否の状況 不採択の理由 

請 願 

第２号 

国による学校給食無償化を求める請願 

 

提 出 者：新日本婦人の会鳥取県本部 

会長 山内 淳子 

紹介議員：田中克美議員 

不採択 

採 択 

田中克美 𠮷田保雄 

不採択 

橋本 恒 升井祐子 

森田洋子 田中伸吾 

寺垣智章 宮本純一 

川口耕司 澤 治樹 

柳 正敏 

学校給食無償化は、各自治体において、地域

の実情に応じて検討することという中で、家庭の経

済状況が厳しい児童、生徒については、生活保護

等による教育扶助や就学援助の制度を設けてあ

るということも、しっかりと認識すべきである 

陳 情 

第１号 

日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の

子どもたちを取り巻く空・水・土の安全の保障を求める陳

情書 

 

提出者：♯コドソラ 代表 与那城 千恵美 

 

不採択 

採 択 

田中克美 

不採択 

橋本 恒 升井祐子 

森田洋子 𠮷田保雄 

田中伸吾 寺垣智章 

宮本純一 川口耕司 

澤 治樹 柳 正敏 

住民の方が大変不安であろうことは承知してい

るが、政府が適切に対応を講じている 

陳 情 

第２号 

保育士配置の最低基準の引き上げと保育予算の大幅な

増額を求める意見書の採択を求める陳情書 

 

提出者：自治労連鳥取県本部 

執行委員長 植谷 和則 

 

採択 

(意見書 

提出) 

全員一致 － 

陳 情 

第３号 

政府に食料自給率の向上、持続可能な農業経営と農村

を守ることを求める陳情書 

 

提出者：鳥取農民運動連合会 

会長 雑賀 敏之 

 

採択 

(意見書 

提出) 

採 択 

橋本 恒 升井祐子 

𠮷田保雄 宮本純一 

川口耕司 田中克美 

澤 治樹 

退 席 

森田洋子 田中伸吾 

寺垣智章 柳 正敏 

－ 



番号 件      名 結果 賛否の状況 不採択の理由 

陳 情 

第４号 

安保関連３文書の閣議決定に抗議し、大軍拡・大増税の

中止、くらしと福祉に予算をまわすよう求める「意見書」採

択を求める陳情 

 

提出者：平和・民主主義・豊かな暮らしをめざす鳥取

県の会 

代表世話人 山内 淳子 

 

不採択 

採 択 

田中克美 𠮷田保雄 

不採択 

橋本 恒 升井祐子 

森田洋子 田中伸吾 

寺垣智章 宮本純一 

川口耕司 澤 治樹 

柳 正敏 

東シナ海、南シナ海を含め、我が国の周辺でも

安全保障環境を守り抜くため、我が国の領土、領

空、領海において、抑止力と対処力を強化するこ

とは、我が国にとって最優先の課題であり、国でし

っかりと議論されている 

 


